
地域資源の魅力向上・差別化
～県民伝道師化計画～

第１班

最新のブランドランキングは最下位！
＝ 本県の魅力向上は緊急の課題
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現状について

今後もこの傾向が続いた場合，低いイメー
ジの波及による人口減少や労働力の低下
など，本県経済の衰退も懸念される。

本県の魅力（地域資源）は？

・全国有数の農業産出額。

・水戸の梅まつりや土浦の花火大会，つくば
の科学技術の集積
・東京へは水戸から1時間半，つくばからな
ら45分！

本県には魅力的な資源がいっぱい！
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県民の分析
自
分
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に
自
信
が
あ
る
（忠
誠
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）

自分の県に満足している（衣食住に満足している）

②知人・友人（県内外の
人）に茨城を自慢した
い。

①知人・友人（県内外の
人）に聞かれれば茨城
の良いところが言える。

④茨城の良いところは
知っているが，知人・友
人（県内外の人）にセー
ルス・自慢しない。
恥ずかしいと思っている

③茨城の良いところは

無いと思っている。知人・友
人（県内外の人）にセール
ス・自慢しない。
恥ずかしいと思っている。
県外に出たいと思う。
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本県に対する県民の思い
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茨城県に対する誇り
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特に40代以下の世代で，

愛着はあるが，必ずしも誇
りであると思えていない。

研究内容

地域貢献の気持ちを育むことにより，
県民自身が茨城県の良さを発信する
「伝道師」となるように，県民協働による
情報発信の仕組みづくりを検討する。
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ありたい姿

• 県民が，自ら県のセールスマンとな
り，周囲に本県をＰＲするような状態。

• 県民の地域貢献の気持ちを育み，県
民が，本県の地域資源を，自発的にＰ
Ｒしようとする状態。
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現地調査１ 観光物産課
（地域資源に関する情報発信を行っている課所）

“ＬＩＮＥ”を活用した茨城県のＰＲについて
○若者の新たな旅行需要の創出と本県への観光

誘客の促進を目的として，平成25年6月12日
より本格的に開始。

○LINEは現在日本国内でおよそ4,500万人の
ユーザーが存在。ユーザーの概ね8割は40歳
未満。

○登録者数は6,000人超（平成25年10月24日
現在）。 8

現地調査２ 広報広聴課
（地域資源に関する情報発信を行っている課所）

各種広報事業について
○「なめんなよ❤いばらき県」キャンペーン

→県のＨＰ閲覧数は１０倍，「いばキラＴＶ」
視聴数は５～６倍に。

○「いばキラＴＶ」によるＰＲ
→県だけでなく，視聴者からの投稿も募集
するなど，県民と協働した番組作成。 9

現地調査３ 子ども家庭課
（行政・県民・企業の三者による事業を実施する課）

いばらき子育て家庭優待制度（いばらきkid’s
club）
○「子育てにプラスイメージを持てる環境づく

り」という視点からの少子化対策の一環。
○協賛店舗数は約4,800店舗（平成25年10月

現在。）
○協賛店舗にとっての最大の利益は，「イメー

ジアップ」。
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県民伝道師化計画

「行政」，「県民」，「企業」の協働
で茨城県を盛り上げ，県からの地
域資源情報を広めた県民にメリッ
トが得られるようにする仕組み

@マイページ

①マイページ登録

②情報提供
④ポイント付与

⑤ポイント使用

③情報発信

⑥割引や優遇

○協賛協力

○協賛依頼
○宣伝場所の提供

⑦マイページ登録
⑦購買，来館等
波及効果
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特色
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期待される効果
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・地域情報の発信数及び機会の増加。
・県からの情報を伝えた者へのポイント優待。
・本県に対する理解に伴う愛着の向上。

・潜在的な地域資源の周知によるイメージアップ。
・来県者数及び県内観光客数の増。

・地域振興への貢献やCSR（企業の社会的責
任）の向上。

・イメージアップやマイページ上に営利情報を
流すことによる利益向上。

県
市町村

県民

企業

実施に向けての課題
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・運営主体
・立ち上げ・運用に係る経費
・協賛企業の募集

今後の展望

いばらきKID’S CLUB等既存事業の相互の連

携強化として，既存事業のリニューアル事業
としても有効である。
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県民伝道師化計画によって，現在認識され
ていない多くの地域資源が県民に知られる
こととなり，地域資源の魅力向上及び差別
化につながる。

ご清聴
ありがとうございました。
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